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両
陛
下
区
立
体
育
館
で
御
観
戦

第
十
四
回
国
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

十
月
二
十
六
日
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
大
会
は
朝
九
時
、
全
国
都

道
府
県
代
表
が
区
立
体
育
館
に
入

場
、
地
元
区
長
、
議
長
の
歓
迎
と

激
励
の
こ
と
ば
を
う
け
て
競
技
に

入
つ
た
。
当
日
は
、
両
陛
下
が
御

観
戦
に
な
る
と
い
う
の
で
、
観
衆

は
超
満
員
、
午
后
二
時
五
十
分
、

両
陛
下
は
沿
道
で
約
十
万
の
区
民

が
お
迎
え
す
る
な
か
を
区
立
体
育

館
に
御
到
着
、
観
衆
は
満
場
の
拍

手
を
も
つ
て
お
迎
え
し
た
。

両
陛
下
を
お
迎
え
し
た
選
手
た

ち
は
熱
の
こ
も
つ
た
敢
闘
ぶ
り

で
、
国
体
の
ふ
ん
い
き
は
い
や
が

上
に
も
盛
上
り
、
両
陛
下
も
ま
た

御
熱
心
に
御
観
戦
さ
れ
た
。

昭
和
3
5年
度
奨
学
生
募
集

申
込
は
1
1
月
1
6
日
ま
で

足
立
区
で
は
、
学
業
成
績
が
優

秀
で
あ
る
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
経

済
的
に
修
学
が
困
難
に
な
つ
て
い

る
方
に
学
費
を
無
利
子
で
お
貸
し

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を

は
か
り
、
よ
り
よ
い
社
会
を
ね
が

つ
て
区
が
行
つ
て
い
る
育
英
資
金

制
度
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
期
日
ま
で
に

お
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
資
格

1
　
足
立
区
内
に
引
き
続
き
3
年

以
上
住
ん
で
い
る
者
の
子
弟
で

あ
る
こ
と
。

2
　
同
種
の
学
資
金
を
他
か
ら
借

り
て
い
な
い
こ
と
。

3
　
都
内
に
あ
る
学
校
に
在
学
し

て
い
る
こ
と
、
(
昭
和
3
5年
度

入
学
を
含
む
)

申
込
期
限

昭
和
3
4年
1
1月
1
6日
(
月
)
ま
で

申
込
場
所

足
立
区
役
所
総
務
課
総
務
係

募
集
人
員

大
学
生
　
五
名

高
校
生
　
十
名

の
予
定

貸
付
金
額

大
学
生
　
月
額
三
、〇〇
〇円
以
内

高
校
生
　
月
額
二
、〇
〇〇円
以
内

貸
付
期
間

昭
和
3
5年
4
月
か
ら
特
に
理
由

の
生
じ
な
い
限
り
卒
業
ま
で

そ
の
他
詳
細
は
、

電
話
(
8
8
)
〇
四
四
〇
番
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

第
二
十
出
張
所
誕
生

十
一
月
一
日
か
ら
発
足

新
田
上
町
、
新
田
下
町
、
南
鹿

浜
町
、
沼
田
川
端
町
、
南
堀
之
内

町
を
区
域
と
し
て
、
十
一
月
一
日

よ
り
第
二
十
出
張
所
(
旧
第
十
二

出
張
所
分
室
)
が
発
足
し
ま
す
。

国民 健 康 保 険
十
二
月
一
日
か
ら
実
施

十
月
一
日
か
ら
実
施

予
定
で
あ
つ
た
国
民

健
康
保
険
は
事
情
に

よ
り
延
期
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
十
二
月
一
日
か
ら

実
施
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

保
険
給
付

(
1
)
　
こ
の
保
険
が
実
施
さ
れ
ま
す

と
病
気
や
ケ
ガ
で
医
療
を
う
け

る
と
き
、
そ
れ
が
な
お
る
ま
で

医
師
や
薬
局
に
払
う
医
療
費
は

世
帯
主
は
三
割

家

族
は
五
割

で
す
み
ま
す

あ
と
の
残
額
は
区
役
所
で
負
担

し
ま
す
。

(
2
)
　
お
産
を
し
た
と
き
は

助
産
費
　

千
五
百
円

死
亡
し
た
と
き
は

葬
祭
費
　

二
千
五
百
円

が
区
彼
所
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

被
保
険
者
と
な
る
人

区
役
所
で
は
、
本
年
六
月
に
行

つ
た
実
態
調
査
と
そ
の
後
の
移
動

整
理
に
よ
つ
て
、
対
象
と
な
る
方

々
を
調
査
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
方
々
の
世
帯
に
は
、

十
一
月
三
十
日
ま
で
に

お
医
者
に
か
ゝ
る
と
き
必
要
な
被

保
険
者
証
を
区
役
所
か
ら
お
届
け

し
ま
す
。

保
険
料

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
は
、

六
百
円
に
被
保
険
者
と
な
る
家
族

数
を
掛
け
、
前
年
度
の
区
民
税
の

九
割
五
分
の
金
額
を
合
計
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
が
一
年
分
の
保
険

料
で
、
こ
れ
を
月
割
に
し
て
毎
月

区
役
所
の
係
員
が
集
金
に
伺
い
ま

す
。
今
年
の
保
険
料
は
、
年
額
の

三
分
の
一
を
四
ケ
月
に
分
け
て
お

納
め
願
う
こ
と
に
な
つ
て
い
ま

す
。な

お
、
保
険
に
つ
い
て
、
も
つ

と
く
わ
し
く
御
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
近
い
う
ち
全
部
の
世

帯
に
説
明
書
を
お
配
り
す
る
予
定

で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
別
に
座
談
会
を
開

き
ま
す
か
ら
多
数
お
い
で
下
さ

い
。こ

れ
ら
の
催
し
の
日
取
と
場
所

は
別
に
、
わ
か
り
や
す
い
方
法
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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足立区 予算 総額
12 億9 千7 百9 万円

第
三
次
追
加
予
算
決
る

教
育
費
、
土
木
費
、
民
生
事
業
費
な
ど
を
重
点
に

昭
和
三
十
四
年
度
の
第
三
次
追
加
予
算
が
十
月
五
日

に
区
議
会
第
三
回
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
追
加
予
算
は
一
億
九
千
八
百
三
十
六
万
余

円
で
土
木
費
教
育
費
等
の
建
設
的
経
費
や
、
新
し
い
事

業
の
経
費
と
し
て
民
生
事
業
費
に
国
民
年
金
制
度
や
、

国
民
健
康
保
険
実
施
準
備
に
必
要
な
費
用
な
ど
を
計
上

し
て
あ
り
ま
す
。

今
回
の
追
加
計
上
で
足
立
区
の
予
算
額
は
既
に
議
決

さ
れ
て
い
る
十
億
九
千
八
百
七
十
二
万
余
円
と
合
計
す

る
と
、
総
額
は
十
二
億
九
千
七
百
九
万
と
な
り
ま
す
。

こ
の
歳
入
歳
出
の
内
訳
は
下
の
表
の
通
り
で
す
。

昭
和
三
十
四
年
度
の
第
三
次
追

加
予
算
が
十
月
五
日
に
区
議
会
第

三
回
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
追
加
予
算
は
一
億
九
千

八
百
三
十
六
万
余
円
で
既
定
予
算

額
と
合
せ
る
と
足
立
区
の
予
算
総

額
は
十
二
億
九
千
七
百
九
万
円
と

な
り
ま
す
。
追
加
予
算
の
計
上
額

は
下
の
表
の
通
り
で
す
が
、
そ
の

内
容
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
費

用
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

土
木
費
…
…
　
区
で
管
理
す
る

道
路
橋
梁
溝
渠
を
維
持
す
る
た
め

の
労
務
費
、原
材
料
費
、
路
面
、

橋
梁
の
補
修
費
や
架
替
費
、
側
溝

や
溝
渠
の
改
修
工
事
費
、
土
木
事

業
を
能
率
化
す
る
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ

ー
な
ど
の
特
殊
自
動
車
購
入
費
等

が
主
な
も
の
で
す
。

教
育
費
…
…
　
六
三
制
整
備
や

老
朽
校
舎
の
改
築
計
画
に
伴
う
鉄

筋
を
含
む
校
舎
の
増
改
築
費
、
第

五

、
第
十
一
、
第
十
二
中
学
校

、

五
反
野
、
関
原
小
学
校
等
の
屋
内

体
操
場
建
設
費

、
各
学
校
の
校
庭

整
備
、
校
舎
修
繕
、
給
食
場
改
修

等
な
ど
に
必
要
な
学
校
営
繕
費

、

新
設
中
小
学
校
の
初
度
調
弁
費

、

新
設
分
校
の
テ
レ
ビ
購
入
費
、
中

小
学
校
の
理
科
教
材
費
、
産
業
教

育
指
定
中
学
校
の
設
備
充
実
費
な

ど
又
社
会
教
育
費
と
し
て
は

、
地

盤
沈
下
の
た
め
使
用
不
能
に
な
つ

て
い
る
五
反
野

、
高
砂
区
民
運
場

の
復
旧
費
、
第
十
四
回
国
民
体
育

大
会
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
区

立
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

伴
う
諸
費
用
や
、
青
年
学
級
運
営

費
等
が
主
な
る
も
の
で
す

。

民
生
事
業
費
…
…
　
本
年
行
わ

れ
る
民
生
委
員
の
一
斉
改
選
に
伴

う
推
せ
ん
委
員
会
費

、
青
少
年
対

策
特
別
地
区
の
運
営
費

、今
年
か

ら
始
つ
た
国
民
年
金
制
の
業
務
関

係
費
、
一
般
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
区
民
に

対
す
る
生
業
資
金
貸
付
金
の
増

額
、又
十
二
月
か
ら
実
施
を
予
定

さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
実
施
準

備
に
必
要
な
い
ろ
い
ろ
な
費
用
等

が
主
な
る
も
の
で
す
。

産
業
振
興
館
費
…
…
　
公
会
堂

内
の
映
写
設
備
を
シ
ネ
マ
ス
コ
ー

プ
装
置
に
改
造
す
る
施
設
費
が
主

な
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
建
築
事
業
費
、

諸
支
出
金
に
は
区
役
所
庁
舎
の
営

繕
費
、
統
計
調
査
事
務
費
、
災
害

時
に
お
い
て
救
助
活
動
に
必
要
な

用
具
類
を
購
入
す
る
費
用
な
ど
を

計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
歳
出
予
算
を
ま
か

な
う
歳
入
予
算
に
は
、
都
か
ら
交

付
さ
れ
る
校
舎
増
改
築
補
助
金
な

ど
の
都
支
出
金
、
競
馬
益
金
、
寄

附
金
、
前
年
度
繰
越
金
、
財
政
調

整
交
付
金
、
国
庫
支
出
金
、
雑
収

入
等
を
計
上
し
財
源
と
し
て
あ
り

ま
す
。

昭和34年度足立区歳入歳出予算額( 一般会計)

納
税
貯
蓄
組
合
に

加
入
し
ま
し
よ
う

生
業
資
金
の

利
率
下
る

1
0月
以
降
の債務

か
ら

二
十
九
年
度
よ
り
実
施
し
て
き

ま
し
た
民
生
課
取
扱
い
の
生
業
資

金
の
貸
付
利
子
と
返
済
金
滞
納
の

延
滞
金
が
、
十
月
一
日
か
ら
引
き

下
げ
ら
れ
て
、
従
来
日
歩
二
銭
五

厘
だ
つ
た
利
子
が
日
歩
一
銭
と
な

り
、
延
滞
金
は
一
日
五
銭
が
三
銭

と
な
り
ま
し
た
。

生
業
資
金
の
本
年
申
込
み
件
数

は
七
一
件
、
こ
の
う
ち
貸
付
の
決

定
し
た
の
は
六
〇
件
で
あ
り
ま

す
。台

風
第
1
5号
の
被
災
者
に

区
で
見
舞
金
を
交
付

去
る
9
月
2
6日
来
襲
し
た
台
風

第
1
5号
(
伊
勢
湾
台
風
)
は
愛
知

岐
阜
、
三
重
の
三
県
に
大
災
害
を

も
た
し
ま
し
た
が
、
当
区
内
で
も

綾
瀬
川
小
管
水
門
(
葛
飾
区
内
)

が
決
壊
し
、
濁
水
が
日
ノ
出
三
丁

目
、
五
反
野
南
町
一
帯
を
ひ
と
の

み
に
す
る
な
ど
被
害
が
出
ま
し

た
。区

で
は
こ
の
た
め
区
内
の
家
屋

半
壊
以
上
、
床
上
浸
水
な
ど
の
被

災
世
帯
(
一
〇
五
世
帯
)
に
対
し

て
千
円
の
見
舞
金
を
交
付
し
ま
し

た
。
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区議会の動 き

追
加
予
算
な
ど
議
決

=
第
三
回
定
例
会
=

第
三
回
足
立
区
議

会
定
例
会
は
、
九
月

二
十
八
日
に
招
集
さ

れ
八
日
間
の
会
期
を

も
つ
て
開
会
、
一
般

区
政
に
関
す
る
質
問

は
二
日
間
に
わ
た
つ

て
活
発
に
展
開
さ
れ

ま
た
、
各
種
の
議
案

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
案
件
は
十
八

件
に
お
よ
び
、
そ
の
主
な
る
も
の

は
五
反
野
小
学
校
外
四
校
の
屋
内

体
操
場
建
設
基
金
と
し
て
の
寄
附

受
領
の
件
、
既
設
の
梅
島
公
園
を

廃
止
し
、
位
置
を
変
更
し
て
新
規

に
設
置
す
る
件
、
区
役
所
第
十
二

出
張
所
分
室
を
独
立
し
て
、
第
二

十
出
張
所
と
す
る
た
め
の
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
件
、
一
億
九
千

八
百
余
万
円
に
達
す
る
昭
和
三
十

四
年
度
の
追
加
予
算
等
で
す
。

な
お
、
追
加
予
算
の
審
議
に
つ

い
て
は
二
十
二
名
の
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
慎
重
な
審
査
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
五
日
の
区
議
会
最

終
日
に
は
区
長
よ
り
監
査
委
員
の

選
任
並
び
に
、
教
育
委
員
任
命
の

同
意
を
求
め
ら
れ
た
結
果
、
即
日

こ
れ
に
同
意
し
ま
た
。

そ
の
他
、
二
十
三
特
別
区
の
自

治
権
を
拡
充
し
よ
う
と
す
る
運
動

の
一
環
と
し
て
、
区
長
公
選
、
あ

る
い
は
住
民
の
生
活
に
身
近
か
な

保
健
衛
生
、
清
掃
、
社
会
福
祉
等

の
事
務
を
区
に
移
管
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
決
議
を
全
会
一
致
議
決

し
都
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
に
決

定
、
更
に
会
期
中
に
開
か
れ
た
全

員
協
議
会
に
お
い
て
も
、
こ
の
運

動
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
都

議
会
に
対
し
て
同
様
な
趣
旨
の
請

願
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。あ

わ
せ
て
、
社
会
保
章
と
国
民

保
健
の
向
上
を
目
的
と
し
て
来
る

十
二
月
一
日
か
ら
実
施
を
予
定
さ

れ
て
い
る
特
別
区
の
国
民
健
康
保

険
に
関
し
て
も
、
左
の
事
頂
に
つ

い
て
都
知
事
に
要
望
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
決
定
、
去
る
十
月
十
三

日
正
副
議
長
、
特
別
委
員
会
正
副

委
員
長
並
び
に
、
厚
生
委
員
会
正

副
委
員
長
等
が
、
都
知
事
に
面
会

し
て
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
書
要
旨

一
、
給
付
率
の
引
上
げ
に
伴
う
財

源
は
、
保
険
料
に
転
嫁
す
る
こ
と

な
く
都
に
お
い
て
措
置
し
て
も
ら

い
た
い
。

一
、
国
民
健
康
保
険
の
実
施
に
よ

る
財
政
上
の
赤
字
は
、
す
べ
て
都

に
お
い
て
措
置
し
て
も
ら
い
た

い
。
　

以
上

第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
受
理

し
た
請
願
二
十
七
件
は
審
査
の
結

果
二
十
六
件
採
沢
さ
れ
一
件
保
留

と
な
り
、
陳
情
に
つ
い
て
は
受
理

し
た
五
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

行
政
委
員
決
る

監
査
委
員
　
鈴

木

銀

蔵
氏

住
所
　
千
住
寿
町
二
九

略

歴

2
6年
4
月
　
区
議
会
議
員

3
0年
5
月
　
区
議
会
議
員

3
0年
5
月
　
区
監
査
委
員

3
2年
6
月
　
区
議
会
議
長

教
育
委
員
　
宮

田

喜

平
氏

住
所
　
千
住
大
川
町
七
二

略

歴

2
1年
1
0月
　
都
民
生
委
員

2
4
年
7
月
　
　
千
住
消
防
団
長

2
7年
6
月
　
都
人
権
擁
護
委
員

3
1年
9
月
　
区
監
査
委
員

新
し
い
選
挙
人
名
簿
を

ご
ら
ん
下

さ
い

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
九
月

十
五
日
現
在
で
つ
く
つ
た
基
本
選

挙
人
名
簿
を
次
に
よ
り
一
般
の
縦

覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
有
権
者
の

方
は
ぜ
ひ
ご
ら
ん
下
さ
い
。

縦
覧
の
期
間

十
一
月
五
日
～
十
九
日

(
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時
)

縦
覧
の
場
所

足
立
区
役
所
(
千
住
一
丁
目
)
内

足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会

又
は
、
最
寄
の
出
張
所

こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

人
は
、
日
本
国
民
で
、
本
年
六
月

十
五
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
都
の

二
十
三
区
内
に
住
ん
で
お
り
、
か

つ
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日

以
前
に
生
れ
た
人
で
す
。

資
格
の
あ
る
人
で
選
挙
人
名
簿

に
の
つ
て
い
な
い
人
は
、
縦
覧
期

間
中
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

赤
い
羽
根

募
金
目
標
二
百
三
十
万

赤
い
羽
根
で
国
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
共
同
募
金
も
本
年
迎
え
て

十
三
年
目
、
す
で
に
各
地
域
で
運

動
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
台
風
第
二
十
二
号
に
よ

る
水
害
で
全
区
水
び
た
し
の
う
き

め
を
み
た
の
で
す
が
、
目
標
額
の

八
十
八
%
と
い
う
好
成
績
、
三
十

二
年
度
は
一
〇
四
%
と
他
区
を
引

き
は
な
し
て
の
好
成
績
で
し
た
。

今
年
は
伊
勢
湾
台
風
義
捐
金
等
募

金
が
重
な
り
あ
い
ま
し
た
が
、
例

年
に
お
と
ら
ぬ
よ
う
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

区
目
標
額

二
、二
八
五
、〇
〇
〇
円

1
0月
2
4
日
現
在
　

九四四
、六
七八円

伊
勢
湾
台
風
の
被
災
者
に
同
情
集
ま
る

―
義
捐
金
・
見
舞
品
山
ま
た
山
―

伊
勢
湾
台
風
に
よ
つ
て
被
災
さ
れ
た
気
毒
な
人
々
を
救
お
う
と
い
う
運

動
は
区
内
各
所
に
盛
り
あ
が
り
、
見
舞
品
の
山
は
連
日
区
を
通
じ
て
日

赤
本
部
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。
区
取
扱
の
分
は

十
月
二
十
三
現
日
在

義
捐
金
　
一
、
六
九
二
、
五
四
〇
円

見
舞
品
　
(
ト
ラ
ツ
ク
)
延
二
十
三
台
分

引 揚 者 給 付 金

請
求
も
れ
は
時
効
!

来
年
五
月
十
七
日
ま
で
で
す

引
揚
者
と
そ
の
遺

族
お
よ
び
終
戦
後
、

引
揚
げ
る
前
に
外
地

で
死
亡
し
た
方
の
遺

族
に
対
し
て
、
国
債

に
よ
る
引
揚
者
給
付

金
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
区
で
は
ま
だ
四
〇
〇

件
も
の
未
請
求
が
あ
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
給
付
金
は
、

請
求
を
し
を
け
れ
ば
支
給
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
昭
和
三

十
五
年
五
月
十
七
日
ま
で
で
時
効

と
な
つ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
未

請
求
の
方
は
早
く
手
続
き
し
て
下

さ
い
。

提
出
し
た
書
類
が
不
備
で
返
送

さ
れ
た
場
合
は
、
至
急
に
書
類
を

と
と
の
え
な
を
し
て
、
再
提
出
し

て
下
さ
い
。
ま
た
書
類
が
と
と
の

わ
な
い
で
お
困
り
の
方
は
民
生
課

福
利
係
へ
お
い
で
下
さ
い
。

ま
た
、
現
金
が
必
要
な
方
は
、

国
債
の
担
保
借
付
、
買
上
な
ど
行

つ
て
い
ま
す
か
ら
窓
口
で
御
相
談

下
さ
い
。
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国
民
年
金
の
は
な
し

福
祉
年
金
は
今
年
か
ら

保
険
料
を
お
さ
め
て
国
民
年
金
を

も
ら
う
制
度
は
昭
和
3
6年
4
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
が
、
す
で
に
お
年

寄
り
に
な
つ
て
お
ら
れ
る
方
や
、

か
ら
だ
に
障
害
の
あ
る
方
、
夫
と

死
別
し
て
母
子
世
帯
と
な
つ
て
い

る
方
々
に
今
年
の
1
1月
か
ら
保
険

料
を
お
さ
め
な
く
て
も
国
で
国
民

年
金
を
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
年
金
を
福
祉
年
金

と
い
い
ま
す
。

福
祉
年
金
の
種
類
は

○
老
令
福
祉
年
金

年
額
一
二
、〇
〇〇
円
(
月
一
、〇
〇〇
円
)

○
障
害
福
祉
年
金

年
額
一
八
、〇
〇〇円
(
月
一
、五
〇〇
円
)

○
母
子
福
祉
年
金

年
額
一二
、〇
〇〇
円
(
月
一
、〇
〇〇
円
)

福
祉
年
金
は
こ
う
い
う
方
に

○
老
令
福
祉
年
金
は
満
7
0
才
以
上

の
老
人
(
明
治
2
2年
1
1月
1

日
以
前
生
れ
の
人
)

○
障
害
福
祉
年
金
は
満
2
0
才
以
上

で
か
ら
だ
に
ひ
ど
い
故
障
の

あ
る
人
―
―
ほ
と
ん
ど
眼
が

見
え
な
い
、
耳
が
聞
え
な
い

両
手
が
な
い
、
両
足
が
な
い

と
い
つ
た
人
)

○
母
子
福
祉
年
金
は
夫
と
死
別
し

義
務
教
育
の
終
つ
て
な
い
子

供
を
養
つ
て
い
る
満
2
0才
以

上
の
人

次
の
方
は
福
祉
年
金
を
も
ら
え
ま

せ
ん
。

○
外
国
人

○
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
、

恩
給
、
各
種
の
共
済
組
合
な
ど

か
ら
自
分
が
も
ら
お
う
と
す
る

福
祉
年
金
の
額
よ
り
も
多
い
年

金
を
現
に
も
ら
つ
て
い
る
人
。

こ
の
場
合
、
現
に
も
ら
つ
て
い

る
公
的
年
金
が
福
祉
年
金
よ
り

少
な
い
と
き
は
請
求
で
き
ま

す
。

ま
た
、
次
の
方
は
福
祉
年
金
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

○
本
人
の
所
得
が
1
3万
円
を
こ
え

た
人

○
本
人
の
配
偶
者
が
所
得
税
を
納

め
て
い
る
と
き

○
本
人
を
養
な
つ
て
い
る
親
、
子

兄
弟
な
ど
が
、
二
三
、
六
〇
〇

円
以
上
の
所
得
税
を
納
め
て
い

る
と
き

福
祉
年
金
の
支
給
は

本
年
1
1
月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
が
実
際
の
支
給
は
来
年
3
月

に
1
1
・
1
2
・
1
・
2
月
の
4
カ

月
分
を
ま
と
め
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

福
祉
年
金
の
請
求
手
続
き

9
月
1
日
か
ら

区
役
所
―
―
民
生
課
福
利
係

梅
島
支
所
―
庶
務
課
区
民
係

で
受
付
け
て
い
ま
す

請
求
さ
れ
た
い
方
は
、
窓
口
で

く
わ
し
い
こ
と
を
尋
ね
下
さ
い

電
話
の
局
番
が
変
り
ま
す

電
電
公
社
で
は
昭
和
2
8年
か
ら

電
話
の
拡
充
整
備
計
画
を
実
施

し
、
6
年
間
に
東
京
だ
け
で
3
3

万
5
千
の
加
人
電
話
を
増
加
、

現
在
数
は
5
6万
を
超
え
て
い
ま

す
。
こ
の
大
規
模
な
増
設
計
画

に
か
か
わ
ら
ず
新
規
架
設
の
申

込
が
未
だ
1
5万
5
千
も
た
ま
つ

て
い
る
現
状
な
の
で
こ
の
需
要

の
増
加
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

局
番
を
3
ケ
タ
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
東
京
の
局
番
は
9
3あ
り

2
ケ
タ
は
6
4
カ
局

3
ケ
タ
は
2
9
カ
局

で
す
が
、
昭
和
3
5年
2
月
7
日

を
期
し
て
一
斉
に
3
ケ
タ
と
な

り
ま
す
か
ら
御
注
意
下
さ
い
。

(東
京
台
東
地
区
電
話
局

足
立
分
局
)

犬

猫

の
死

体

は

飼
犬
や
猫
が
死
に
ま
す
と
、
ど

ち
ら
で
も
そ
の
死
体
の
処
理
に
困

り
ま
す
が
、
次
へ
連
絡
す
れ
ば
す

ぐ
に
処
理
し
て
く
れ
ま
す
。

荒
川
区
三
河
島
町
八
の
二
三
九三

K
・
K
武
田
化
製
場

電
話
(
8
9
)
二
四
一
八
・
二
三
五
三

手
数
料
は
二
百
円

ま
た
道
路
上
に
死
ん
で
い
る
犬

が
あ
り
ま
し
た
ら

堤
南
地
区
は
　
区
土
木
課

電
話
(
8
8
)
三
一
一
一
・
〇
一
五
一

堤
北
地
区
は
　
土
木
出
張
所

電
話
(
8
8
)
三
一
六
八
・
四
七
六
九

へ
連
絡
下
さ
れ
ば
取
片
付
け
ま

す
。

溢 れ る 水 は つ か え た ゴ ミ か ら

排 水 場 を ゴ ミ か ら 守 ろ う

( 写真は梅田排水場に集まるゴミの山)

職
安
だ
よ
り

好
調
な
新
卒
者
の
求
人

高
校
は
4
1
%が
就
職
決
定

本
年
は
経
済
界
の
好
況
に
よ
り
高

校
卒
の
求
人
が
、
昨
年
の
約
三
倍

も
あ
り
、
十
月
十
七
日
現
在
就
職

者
は
、
男
二
九
六
名
、
女
二
五
六

名
で
昨
年
よ
り
三
八
九
名
も
多
く

就
職
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
就
職
希
望
者
の
4
1
%に
あ
た
り

ま
す
。

中
卒
者
は
来
年
一
月
早
々
、
選

考
が
始
ま
り
ま
す
が
、
い
ま
職
安

で
は
十
月
十
日
か
ら
、
第
二
次
の

求
人
開
拓
を
行
つ
て
い
ま
す
。

十
月
十
七
日
現
在
の
求
人
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

中
卒
都
内
求
人
男
　
二
、六
五
二
名

女
　
一
、三
一
四
名

中
卒
地
方
求
人
男
　
三
、七
三
六
名

女
　
　
　
六
一
三
名

高
卒
都
内
求
人
男
　
　
　
七
五
六
名

女
　
　
　
二
二
一
名

高
卒
地
方
求
人
男
　
　
　
四
一
二
名

女
　
　
　
　
四
三
名

大
卒
求
人
(
短
大
含
)
男
　一
一
五
名

(
足
立
職
業
安
定
所
よ
り
)

第
九
回
足
立
区
文
化
祭

十
一
月
一
日
よ
り
―
―
入
場
無
料
―
―

今
年
度
の
文
化
祭
は
、
足
立
区
、
区
教
育
委
員
会
、
足
立
区
文
化
団

体
連
合
会
、
足
立
区
中
小
学
校
教
育
研
究
会
主
催
の
も
と
に
、
十
一
月

一
日
よ
り
十
一
日
ま
で
、
産
業
振
共
館
外
六
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

産
業
振
共
館
公
会
堂
の
部

1
日
　
午
后
0
時
3
0分
開
場
　
　

講
演
と
音
楽
の
会

〃
　
　
午
后
4
時
3
0分
開
場
　

郷
土
芸
能
と
映
画
の
会

3
日
　
午
后
1
時
～
9
時
　

素
人
芸
能
大
会

2
日
　
午
后
1
時
～
9
時
　

芸
能
大
会
　

民
謡
の
部

4
日
　
午
后
1
時
～
9
時
　
　

〃
　
　
　

民
謡
の
部

5
日
　
午
后
1
時
～
9
時
　
　

〃
　
　
　

日
本
舞
踊
の
部

6
日
　
午
后
1
時
～
9
時
　
　

〃
　
　
　

綜
合
芸
能
の
部

7
日
　
午
后
1
時
～
5
時
　
　

〃
　
　
　

謡
曲
の
部

7
日
　
午
后
5
時
～
9
時
　
　

〃
　
　
　

吟
詠
の
部

8
日
　
午
前
1
0時
～
3
時
　
　

〃
　
　
　

洋
舞
踊
の
部

8
日
　
午
后
3
時
～
9
時
　
　
　
　
　

青
少
年
芸
能
大
会

9
日
　
午
前
9
時
～
5
時
　
　
　
　
　

中
学
校
音
楽
会

1
0・
1
1日
　
午
前
9
時
～
5
時
　
　
　

小
学
校
音
楽
会

展
覧
会
場
の
部

1
日
～
6
日
　
午
前
9
時
～
8
時
　
　
　
総
合
展
覧
会


